
 

 

 

国府台女子学院 小学部だより 
２０２４年２月号 ２月１日発行 

市川市菅野３－２４－１ 

 Ｔｅｌ ０４７－３２２－５６４４ 

  Ｆａｘ ０４７－３２２－５６５５ 

https://www.konodai-gs.ac.jp/ 

１日 授業研究会 火曜時程 

３日 縦割り集会・方面別集団下校 

５日 朝会 金曜時程 

６日 職員会議 

７日 １～５年生身分証明書写真撮影 

１０日 小中高授業公開 

１３日 クラブ 

１４日 授業参観・学級懇談会 

１６日 涅槃会 

１７日 休業日 転入試験 

２０日 クラブ 

２２日 ６年生茶道教室 

２６日 なわとび集会 

２７日 職員会議 

２８日 高等部謝恩会のため２時間授業 

２９日 ４年生校外学習 

 

「涅槃会」について 

２月５日は、お釈迦さまがお亡くなりになった日で、仏教ではその日を「涅槃会」と

呼び、お釈迦さまの徳を偲ぶ日です。「涅槃」とはインドの言葉の「ニルバーナ」の音写

で、それには「煩悩の火が吹き消された悟りの境地」のことであり、もう一つは「生命

の火が吹き消された入滅・死去」のことです。 

お釈迦さまは８０歳の時に体調を崩し、床に伏した時、弟子達が集まり、口々に「先

生が亡くなった後、誰に導いてもらえば良いのだろう？」と、心細そうにしていまし

た。そんな弟子たちに、お釈迦さまは「自燈明(一人一人が自らを燈（ともしび）とし、

周りに流されることなく自らの人生を歩みなさい)、法燈明(自分を信じていても迷

う時はある。その時は、真理（教え）を我が師として前を進んでいきなさい)」という

言葉を残します。最期まで、お釈迦さまは、弟子達に一生懸命 

目標へ向かって努力することの大切さを説いて、涅槃の時を 

迎えたのでした。 

この「涅槃会」にあたり、私達は自らが燈(ともしび)となり 

人のために尽くすように心掛けると共に、「私」という存在は 

多くの人達の燈に導かれ「今」があると感謝しないといけま 

せん。合掌 

今月の目標 

「寒さに負けずに、外で遊ぼう」 

みんなで体験 １年生 むかしの遊び 

お正月の遊びといえば、たこあげ、羽根つきなど、寒くても‘子どもは風の子’、外で元気よく遊びました。家の中では家

族でカルタなどもなつかしい思い出です。 

さて、今年も『すがの会』の方々にご協力いただき、お手玉、あやとり、折り紙、おはじきの遊びを教えていただきました。

今年は対面で教えていただくことができて、より身近に感じられる交流ができました。 

おはじきのコーナーでは、おはじきをいっぱい並べて順番決めの「じゃんけんぽん！」で始まりです。折り紙は、折り目を

きちんとつけながら、‘やっこさん’ができあがったときは「できた！」と目をきらきらさせて嬉しそうでした。あやとりは、

取り方をいろいろ工夫して楽しんでいました。お手玉は、まっすぐ投げあげて片手でとるところから。何度も挑戦していま

した。 

さらに、ビュンビュンごまのお手本を見せていただき、子どもたちはその技に見入っていました。ビュンビュンごまは、両

手を引っ張って離すことに気をつけるのではなく、仲良く近づけようとすることが大事。お友達とのかかわりに通じるとこ

ろがあるとのこと。手先を動かし、心躍らせ、心豊かに、みんなで仲良く遊ぶ、優しい時間を過ごしました。ご家庭でも一緒

にむかしの遊びを楽しむ時間をつくってみてはいかがですか。 

２月行事予定 

 

＜児童会活動報告＞ 能登半島地震募金について 

小学部児童及び教職員から 277,055円集まりました。 

アルミ缶回収の 8,120円と合わせて、285,175円を石川県に送りました。 

多くの皆様からご協力をいただき、ありがとうございました。 

被災された皆様の一日も早い復興をお祈りいたします。 

 

 

～中学部に向けて②～ 

１月に続いて中学部１年生の先輩からのアドバイスを紹介します。 

「勉強は難しくなります。でも小学校からの積み重ねが大事！！中学部は友だち

が優しくて幸せです。中学部に上がるのを楽しみにしてね。待っています！」 

命の授業 

１月２４日、日本思春期学会認定講師の森珠美先生をお招きして、２

年生と５年生が「命の授業」（性の健康教育）の学習をしました。２年生は

「命の誕生」、５年生は「誕生と変わりゆく身体の話」についてお話を聞

きました。 

自分たちは愛情に包まれて今があること、自分自身を大切にするこ

と、命の尊さを考えることができたと思います。 

ちなみに、森先生は本学院の卒業生で、小学部の時のことなどもお話

ししながら、子どもたちにエールを送ってくれました。 
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